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郷土の地誌と古地図展

1 . 7出～ 1. 29（日）

その純，；）（も数：，；：も·~~~；・：・；であるか、本文Jillの1ili身がIiill':Jl~端文l.ji『であった関係 l：、郷土If,11；の資料は、

ノ1"l11J の j氏，J；では、 •＇i ぃI也必と I也｜χlの一郎、イ？，jj- 36 Hlをmみ介わせてご制介する

「 1l1ld11J 行記」 39巻、 「 j己 •Jl<.l~」 60 :ffi 100巻、「 11~く'l+li!H~」まず、 J也，ふとしては「 •Jld+ilff L、」 30巻、

その他はいずれも！出li:t洛撲もしくはこれに i¥I，ずるものは別として、r1kJ・ト｜午ft，ι」などの大ffがあり、

これよりさき、 ，1jくはるだ良 ・‘1－：安H年代に諸l吋から判！妊に燃で、 II¥I械の・ ＇~：は、すべてその）)i(,-j~ てある

j正された「！瓜｜：記」のうちには「 1{11~1瓜 i：記」もふくまれ、その妓欠~と林するものも伝わってはい

1ld+I」も「尾小｜ー｜」も J1i］じ立l沫であるちなみにこれは後ill：の111作とされているので行除したるか、

r,JkHI」はいずれかといえば出’下tiごのみの文す：で、一般的には rll・JH」がJlJ~、られている。iJ• 

「 Jl必j孔l：記」の制修か｛1~11hj ささて、 1(:Jld務l：二三JI!：の削減（つななり ・つなのぶ）のとき、新しく

そのスタッフには、当時、同Jγ：｜池ーといわれた.Jdlf'f,l以（；きたかげ）やi'111i）五点！！｛（山の判！日て”こ
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れもすぐれたIEl’下者の一人，＇f 比中·fll らがi:i!lばれた。 L己~l；；楳も二代 1 1 を j盟えて i洛政の ），.，

を機会に、］lfi内の尖状をJ也里1U1(J・朕l:l!_(J(Jに＜ 1コし＜ 1巴Vi：する，（？I文lもあつたと芯1、わjLる。しかし、 l亡は

12年（1699）制誠がイt＇職わずか 6年川で病死したため、この・］＇；.業も 'i＇附iを余儀なくされた そのJ-11[1I1

は、 f針11＜；ぎの ，＇f)I!)か＇YJJ＜、また、 H!IJj［の I:も変わったからであろっ。とはいえ、全〈廃絶におわった

わけではなく、のちに、やはり、レI代のMi’γ：松、｜乙秀’Y (Rill）に＇） Iきつがれ、およそ50年後の’iO併2.i j~ 

( 1752 ）に完成した。それよりさらに90年あとの天保15年 (1 844 ）に！えった「l己•JLぶ」は、この「J(.f

.G~」をふまえてさらにくわしく記述され、また「 J{.fよ；」カ、；~~文を Jjji.. 、ているのに対し、 ·jc 与）） な千II ょに

改めるなど、時代の推砂がうかがわれる l1iJじ則、絵｜ヌlを i二とした一般jl1jきの「！己保名刈｜χl会」も、

山総でH’下の尚人~f' I H11f）討のII＼資によって FIJq tされた これらの rl'il1J に付：；；＇1＇する「 •Jt州維と；」は、 lりl

千II・安水 .}(Iリl年間 (1764-88）の議 ｜：内Ji主求心のライフ ・ワークで、 ！＇J'j＼の彩色11hjおよそ－ T-枚を

ふくむ｜χl鑑（i(JJ也誌として、史料fドJhllif1I（と共に美術（1%11i f1I（も I~·:jい。

以 ｜：のJ也よl'.t（（ と起きをことにするものに「I{;•JI主向行記」カ、ある。文政年 I HJ (1818-30) 1ili 後に、議

のAi（’l’＼.( 1i]J~！l 自主）を長＜ lji)Jめ、のちに ， q： ~111.J，寸 lにも ff:(,j討された他日 9f1l1の大.（；：で、/ti)~JIJ .村日iJにiji;裂

なーJ·~mが終然と i：下記され、地 ）j （じかた） q j-1政資料としても「 ］＇，［，文村々1、t・' ~：」（徳川林政史研究所Ii為）

とならんでi誌も法本的なものとの／£，jfヵ、ある。そのほか「才I11\!'h｛比物 ・ IJLJ~~~総 ）｛ 」 （しへんのとじた

し）なども、＋：オとはいわゆる消防本にj泌する戯作であるが、 4ノ， ,1，阪の町をおもしろおかしく制介した

）＇~ 色の地品、として川｜ えた。

次にJ也｜手｜では、足似の｜五l松lχl、，i/'iHI；のIχ｜、 4ノI!Jlfu城下凶を q1心とし、城絵図も多少は添えた 品目｜；

の｜ヌ｜は、「j己リiしょ；」のJJ;(-1（にのみ付制する小lllVJf'i:iCfl:C7)1Efilriてイff1リiなものもあるが、これらはj!:Ji 木

J~lの作で、すでに 2 、 3 1111民ぶしたfylJもあるから、今j11jはそれらより （，－数 卜年 ， 1；ぃ正徳 ・ 宇（~.：凶の ， 1;

l文｜をえらんだA なお、械ドのじ〈｜や IllJ)iXのl!<Iもひじように多いが、会場ーの自IIイ？で、なるべく小！＼＇！ のもの

に限定せざるをえ主かった 本文作所jみの地誌や山地凶のぷ紺｜については、｜制民主｛耐えつけの「注Js:

文！市IEl Aう｝f.i[llH」のうちの「）(; •Jl~'ti叫｜」の古I＼および「占文－，＇｝i1i絵｜三lU鈷」などを参照していただきたい。

十jぷ本文wのj段、1：：以外にも、さきに挙 事担Z!

げた「立文村々・11.1：：」などのほか「jJ!-J.卜｜

11111料品」 23巻（徳川林政史研究所説）「令

鱗lLI －九之時」 99巻（合笑ぷおよび的妹

111央問11：飢必）などの大wがあり、古住J巽

・ f_lj巽おしなべて尾~lH也誌の数はおびた

だしく、白もまた正：iし、 総fr的なI也;t(i.V')

制修には、多くの11.'f日と将校、さらにす

ぐれたスタ y フをも必要とするから、こ

* LらはイI：戸H

かんで《あつたことをボす一つのj9tj,til：とい

える
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「郷土の地誌と古地図展」出品目録

〈地誌〉

1 •}1け｜‘llfl ，ι

松ぇ1i:秀手 ・千村伯尚 江戸＜j1)Uj'.Iメ（IJii:Jjq

30巻付図 1巻16i!U

2 . ~長州全Ii'，：，占

内d長正参 il：戸 •IJWl"I (It,¥ JI~ ） 100巻10011日

3. Li!,•.HHlu 行－記
樋 lJ ljf ,i; 江戸末期り (39巻の内）9 ilU 

4. I毛 •｝k，む

i~~IL!k川笥天保1 5年η （ ！点本 ）

60巻l=H北1巻6111サ附凶14牧

5. ｝丞必t,rり十｜司会 （Ali K~1J) 

｜司IJIr午・ !J!j-「ljli!IJ t1H11~ 

小 llJ 切イ判j ・ 森 i~：j 明i勾.pl1j 江戸末期l刊

6. ）.丞・m1ノl1iJ］・閉会 （後制）

！日J ,,;j 

則的13年刊

7.小治日1（＇.：消ぶ 〔l毛除名所凶会附鈷〕

ltr.1 IH 作 l昭和I5 -8年 FIJ

8. &-Hllilll券鈷 （抄 ）

;;1;1k 6年：＇I

9 ！毛 ~l~大十l{ 〔足以名所記〕

釈＼＇H守 ：(j.〔ィ」：戸：

10. 八郎i!it't記資

7巻 7JIU・ 

6巻 6間

8巻 6llU 

2 H日

2巻 1ilO 

中市lli'i政衿制B'llf-Jl：防庁ill天保9年’5 1 itfl 

11. ！毛リ長名II券正、

(J十茂山iiililf 江戸末)Uf'.lj:

12. I毛陥 1~文記

包鋭利世Ill政 ’G〔J工戸〕

13. 地｜場案内 〔観音街道独案内〕

4巻 4JIU 

HU・ 

桃J；：千奇ぷ－ ~司令 中 ut~11"i ’＇I I文化4年！子）

14. ｝毛必名所松＊ri1::; ;i:戸lドWJ''j:

15. ！平日午1¥¥ 刀 〔υ：戸〕

16. 古｛！主よ； ’jJ持10年＇.If

17. 1ノ1，~·屋町名附 与〔江戸〕

18. fl~~ ＇＂＇＇ jlljfi11i之~：！｝）｛
見uとJじ！求文化12年刊

r，也H18＇. 凡i勿令 j!Lj制之綴 足後制

2巻 1IIサ

1 i冊

1 110・ 

1 flit 

1 JIU・ 

2巻 2mt 

〈古地図〉

19. 尾長八郎図

江戸中WI写

20.尾張国 （尾長志附図）

小田-VJぷ江市天保15年＇lf

21. 尾州愛知郡図

江戸中期写

22.尾州春日井Jttl図

江戸中期写

23. ｝五州 ifi}.]:j~. i毎商二m1図 上 ・下

江戸中WJ写

24，知多郡之図

江戸【N~I’与

25. I毛州丹羽・葉栗二都図

江戸中WJ写

26. ！毛チト｜巾品rn；図
江戸1jJJ羽万

27. t, ，＼）長城下1列車m図
江戸末期i写

28. 1ノ1 Ill屋城下I~ 〔熱 i封 ・ 枇杷砧共〕

江戸末期万

29. z; ~I屋図

向力全イ木崎市 明治2年’与

30. t, 111屋；1f1U：会凶

江戸末期’if （ 外題徳川慶l!~ ＂＂（t )

31. 名古屋村内図

写 〔江戸〕

32.知l多1m篠山・日問自由之図

ゐ： 〔江戸〕

33.存日井'Im消須古城之図

Ij：〔江戸〕

34.春日井'In¥小牧村肯城之図

：ヲ〔江戸〕

35. 愛知郡星崎村古城之図

り〔江戸〕

36.名古屋城普請丁場吉lj之図

写〔江戸〕

冬！L＼元成文化13年干I] 2冊l
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1枚
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コラム

蓬左文庫の蔵書印

このシリーズも12回を重ねるに至った。これです

べてを尽くしたわけではないが、主要なものはひと

わたり挙げたので、今回をもって一応終らせていた

だく。 他日、多少テーマを変えて再掲の機会を作り

たいと思う。
その12. 「注左文庫」印

織茂三 郎 さて、 i没後に登場するのは現在の「j宝左文庫」印

である。これには、たて ・よこ共に37mmの｝］形と、

たて35mm・よこ 9mmの長｝］形との二時があり、原則

として、前者は新古を問わず一般の刊絡に、後者は一枚ものの絵図や文t!Hmにもちいられ、いず

れも木裂で、長方形のは己巳（昭和4年）、万形のはI)［午（｜古J5年）の五lj銘がある（この年代は、主

在文庫公聞の準備WJにあたる。）文庫名の「蓬左」が名古屋の前名（雅名）で、江戸前期から学者

や文人の問にひろく行われ、「芭蕉七音JI集」中の「l焼野（あらの）」の序文（ J己株2年）中に「尾陥

遼左」云々とあるのが文献上の初見、また、名手干屋城が「注左械」の別;f，をもち、これが本文庫

発杵の地であることは、たびたび述べてきたところであるが、あらためて i与錯しておきたい。な

お「j査左文庫」の名付け税は、尾張徳川家十九世の義税氏、その時期は大正元年、これはのちに

草者がl立接うかがったお話であるが、当H寺、東大国史科を卒業後まもなくとのことで、 j受，悦氏は

その頃から文庫公聞の意志をもたれたらしく、従来、単に「j)EJJ文庫」と呼ばれていたのに、初め

て「蓬左」という固有名詞を付けられたのは、外部に対しでもその存イi：を明らかにする必要から

であろう。 「これにはずいぶん苦心したよ。ひと H免中、ほとんどII民らずに巧－えたものだ」という

のが義籾氏の述懐であった。ちなみに、紀州、｜家の「南英文庫」は東京・麻布（現地区）に、水戸

家の「l~） A号館文庫」は水戸市にあって、すでに｜対館されていたと思う。南英文hUはなかなか立派

な欧胤建築で、私も中学II寺代（大正来年）

に、その門前を数回通った記憶がある。

それはさておき、盟大正2年、 Ni松安氏

（元東大己J1lt=官、台北帝大教段）によって

「蓬左文庫図書目録」が制集され、徳川家

から出版された。内容 ・体裁ともに簡素な

がら、これが印刷による本文庫目録の第 1

号である。

（盆左文庫調査研究員）
r ;Ji左文14！」 1:11記

4 



閣官｜虚〔｜ょ1,J I 

蓬左文庫の蔵書群－ 5-
〈小酒井不木文庫〉

小川JI二不木 （本名光次、 l災’y：叫ん 1890～ 1929）は愛知県民i1:mrn1,.Uで、愛知県立第一rjI学校、第

三1：可等学校、東京大学医学部を卒業後、欧米留守：を命ぜられ、 Jll北大学助教授から教授に進んだ。 し

かし病気により退職を余儀なくされ、以米、文A転生活に人リ、大正末期から昭和l初期にかけて推足li小

説の研究と創作の草分け的存イlーとして治組した 。 専門の医学知識を駆使した彼のおー作は、 ~）J興JUJにあ

っ た日本推理小説界に大きな；；t~科を与え、江戸川市し歩をはじめ、俄溝正史ら、多くの人びとから r.Jli •)';

された。当H寺、名古屋の小ii内井邸は、それらの作家やジャーナリストたちの米訪で賑わったといわれ

る。代表作には「疑問の県粋」「恋愛双1H1帝京」、 その他独！’｜の研究論文や｜祖訴を次々に発表し、その業

組は「小川JI：不木全集」全17巻（JI円相4年 改造社TIJ）に収められている。また、別に「不木；，，）・!.k」

I巻がある。

不木の旧1i：む1：：ーは、 llB和50年、未亡人の小川井ひさゑ氏 （r;M秘女イt1i.WJ大学教段。昭和54年没）から

寄附されたもので、洋；t ：： ・ 和 Hi- ・ 1主主与を間わず、~）[j"J の医学占 . ,1，典文学・推理小説可を，，，心とした

コレクションである。現イ1：では、資料のイT勾Jな利｝刊を図るため、医ザ：｜具i係－，＇i-は愛知医科大学図詳館へ、

その他の洋，q：および洋装本は名，ljfil市博物館へ移？？し終息が行われている。 （愛知医科大’γ・図書館で

は叫に日蝕作成出）

主左文j，巨には、主として近世の刊本約 550点が収められており、次に挙げるような干fli主の怪奇小説

や犯Ji＼・裁判関係の資本｜によ って特徴づけられている。（「法左文Jilf古文，＇｝・占絵図 lこIH」に付依）

主1;1比・F 米 ・tUJSi主将t ILi iJ~校 il:Ji初JU]FIJ ( ,1j 川·＇］－：・ J~i ) 3巻 1llU・ 

〔J久下り物の説話集で、 144条の物語を 4＇］·：の韻’ j·：で記したもの。 l王｜文’Y：への；j（~科大〕

本初版1;1比・j';. ,J j:)J；〔問的 厄砧2年 FIJ 5巻 5111} 

〔「京Ill比ナi」の；；i；科下に作られた裁判物。題材は｛反才Ji；〔 ｛・1E二五 ・主H等から採取〕

Jf：~ •• i'.！：’泣本 i !ti以不~：1:\ （州場） 天保2年 FIJ 3巻 3llU 

〔J,;Jじく 「京Ill比 ・J・；」になら った政干lj物で、 '11L1:1の，！？物から取材〕

,1j 今妖~生々 、！と山鰐胤 iU i末期FIJ（天保2年！ート） 3巻 3ill} 

〔仏教批判lの立場から、いわゆる 「化物」の起ilJ）（を巧祭したもの〕

r:IJ J l物ぷf J・.HJ秋成 宏ノ・i<.5年 FIJ 5巻 5Ill} 

〔iJ:Ji ijiJUj成立の読本で、千II慌の ， ~·1)1！ をもとにした日本の｜壬兵ノト説の才， f十〕

三本行問符 リ 2 flU・ 

〔三本行 （、＇i=1J：・勘定 ・IDJ .lj>;,j ］－）との問答を記したil戸後rn1の1&.'I＇’'lj集〕

i:t；川 ~·~1下I今川白j';. 凶，1)11 刀〔lりlイf：〕 1 1[1,lj 

〔t仁／iH主fにのJ史千正 ．持問 ・処：＼ljの悦慌をti'1'i¥,、た同集〕

- 5 -



出版物

名11ih{diーさん：文l糾

r, ,11Ji{ di 3王／，：文J.j([rJ,I：：分以llH(S .5JiFFIJ) 4,000PJ 

r, ,11 h{ di注；，：文1+,11文；.1::111 ＊~； I-.:<! I I！占（ H ) 2,500Pl 

1(;111/.f久悦；コレクション llfH"¥ .～ i日、

( s. 52～55＇＜ド FIJ）作 1,SOOP J 

r, ,11/i｛』，／；；，1：：（」l：制）オ；づ｜ ・総llWS .53fド1lj 1 2, OOOP l 

臣告
見

同 第 8巻（s . 57年干lj)

同第16巻

横井也有全集 上 （ 同

同第19巻

一物品被名他三編ー （ 同

700PJ 同第！？巻

3,000円

3,000円

3,000円

ず，， l;Ji.J佐， 1 ：：~，・）G制オ；づ I ( s . 471ド／＇IJ)

ず，，111-1u2,1：：統制総llH(S .44if'.FIJ) 400PJ 横井也有全集 中一（s . 58年刊） 3,000円

各 300PJ 同 第 4巻:Yf.-1~f~1f 足£i1·x1H~1一一三日；（ s 55.1ドjlj 1~11 ' 

II '°1＇の 111・iJIι 注Ir.文 1+1・x1Ht S .52iドilj) 
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200PJ ー士林j斥潤続編ー （近 刊） 3,000円

300PJ 郷田文庫蔵書目録（s . 58年刊） 500円

蓬左文庫所蔵古地図複製（s 55～57年刊） 蓬左文庫図録（ 同 ) 1, 500円

No. 1～No.11 各 1,800円 蓬左文庫絵薬害＜ 8枚組〉（ 同 300円

食以！・.の!J',J版物は、本文1+・1qi不において ＼iiiイIiしています 郵送希引の )j は !f~）送料が必要ですので、お問い介

わせ Fさい （ただし、，1,地｜χl似事1は郵送イJnf) 

女 ；.Yf,-j>.:f~~l.U)·凶鈴第 PL! 日ξ」を今年，， ， に FIJ 行する「定です 3

[> [> b 利用ご 案 内 <J<J <J 

［＞開館時間 午1ili9 11.')'30分～午後 5II.¥' 
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